
「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」 
の改正について 

 

１ 指針の改正について 

厚生労働省では、平成２７年９月に取りまとめられた「がん検診のあり方に関

する検討会中間報告書」を踏まえ、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施の

ための指針」（以下指針）を改正したところであり、本指針は平成２８年度から

適用することとされている。 

【主な改正内容】 

 ・胃がん検診：胃部内視鏡検査の追加等（別添１） 

 ・乳がん検診：視触診を推奨しない（実施する場合は、乳房エックス線検査と 

併せて実施すること）（別添２） 

  詳細は参考資料１参照。 

 

２ 指針改正に伴う対応 

 ①がん検診啓発パンフレット内容の変更及び今後の活用方法について 

胃がん検診における検診項目の変更に伴い、パンフレット原稿の「千葉県が 

推奨しているがん検診の内容」の胃がんについて、別添３のとおり変更する。 

   なお、乳がん検診における検診項目の変更に関しては、「千葉県乳がん検診ガ

イドライン」に基づきこれまで県が推奨してきた内容と一部相違することから、

今後の本県における乳がん検診のあり方について当部会で検討した後に対応する

こととする。 

  変更後のパンフレットは 県健康づくり支援課がん対策班のホームページに掲

載し、誰でも自由に利用できるようにする。 

 

 ②がん検診従事者研修事業（胃内視鏡検査研修）について 

  平成２８年度国の予算案において、以下の事業が計上されているが、詳細はま

だ判明していない状況である。（参考資料２） 

 ・がん検診従事者研修事業（胃内視鏡検査研修） 

胃内視鏡検査の導入に当たっては、重篤な偶発症に迅速かつ適切に対応できる

体制の整備が必要とされていることから、胃内視鏡検査に係る研修を実施する。 

  （補助先）都道府県、公益法人、NPO 法人等 

  （補助率）１／２ 

資料２ 



改正後 改正前

対象年齢 　５０歳以上　※１ 　４０歳以上

実施回数 　２年に１回　※２ 　年に１回

　問診、胃部エックス線検査又は胃内視鏡検査のいずれか　問診及び胃部エックス線検査

　※１　胃部エックス線検査については、当分の間、40歳
　　　　以上の者を対象としても差し支えない。

　※２　当分の間、胃部エックス線検査を年1回実施しても
　　　　差し支えない。

胃がん検診体制

検診項目

別添 １



改正後 改正前

対象年齢 　４０歳以上　 　４０歳以上 　３０歳以上

実施回数 　２年に１回　 　２年に１回 　年に１回

　３０歳代：問診及び超音波検診

　４０歳代：問診及びマンモグラフィ検診（2方向）
              と超音波検診を交互に実施

　５０歳以上：問診及びマンモグラフィ検診（1方向）

乳がん検診体制

国の指針
千葉県乳がんガイドライン

検診項目 　問診及びマンモグラフィ
　問診、視診、触診及び
　マンモグラフィ

別添 ２

　５０歳以上：問診及びマンモグラフィ検診（1方向）

※視触診は推奨しないが、仮に
実施する場合は、マンモグラフィ
と併せて 実施する。

　
　※当分の間は視触診も併せて実施する。



 

別添3 

※変更箇所は＿下線部 



 



 



 千葉県が推奨しているがん検診の内容（平成 28 年 4 月現在） 

種別 検査方法 対象者 受診間隔 
胃がん 問診、胃部エックス線検査※又は胃内視鏡検査 50 歳以上 2 年に 1 回 

大腸がん 問診、便潜血検査 40 歳以上 年 1 回 

肺がん 問診、胸部エックス線検査、喀痰細胞診 40 歳以上 年 1 回 

子宮頸がん 問診、視診、子宮頸部の細胞新、内診 20 歳以上 2 年に 1 回 

乳がん 問診、視触診、マンモグラフィ又は超音波検査 30 歳以上 年 1 回 
※胃部エックス線検査は当分の間、40 歳以上を対象とし、年 1 回実施しても差し支えない  

  がん検診は、お住まいの市町村で行われているほか、お勤めの会社等で行っている場合もあります 


